
 

 

 

 

 

 

 

ぁ 

近くの田んぼに「オタマジャクシを捕まえる～」網とバケツを持ってでかけました。田んぼの水面をじっと見つめ 

指をさし「そこにいる」「つかまえて」と大きな声で伝えあっていました。 

「これ、オタマジャクシ？」園に戻って図鑑でしらべると【オタマジャクシ】と【かぶとえび】でした。 

「えさは何食べる？」「大きくなったらカエルになる？」「オタマジャクシはカエルになり逃げるからふたのついた虫カゴに

入れよう」と子ども達は散歩に行きたくさんの発見や不思議に出会い、自然とかかわり様々な体験ができました。 

＊自然との関わり・生命の尊重 （身近な生き物に関心を持つ） 

＊社会生活とのかかわり    （知りたいことを図鑑で調べる） 

＊言葉による伝え合い     （伝えたいことを話したり、友だちの話を聞く） 

靴がよごれたので 

自分で洗います。 


